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住
宅
は
誰
に
と
っ
て
も
毎
日
を
安
全
、

快
適
に
暮
ら
す
生
活
の
場
で
あ
る
が
、
高

齢
社
会
を
迎
え
た
現
在
、
高
齢
者
や
身
体

の
不
自
由
な
人
が
生
活
を
維
持
す
る
上
で

し
ば
し
ば
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
問
題
を
起
し
て
い
る
。こ
の
現
象
は
、

高
齢
者
等
の
在
宅
介
護
だ
け
で
な
く
、
若

年
世
代
の
多
様
化
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
に

現
代
の
住
宅
形
式
が
適
わ
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

従
来
の
住
宅
に
は
、
高
齢
に
な
る
に
し

た
が
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

困
難
に
な
る
こ
と
（
自
活
性
能
の
不
足
）

や
、
家
族
が
介
護
を
行
う
こ
と
が
困
難
に

な
る
こ
と
（
介
護
性
能
の
不
足
）
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。（
図
１
）

住
宅
が
「
福
祉
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、「
生
活
福
祉
空
間

づ
く
り
大
綱
」（
平
成
六
年
　
建
設
省
）

で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
住
宅
を
社
会

資
本
と
し
て
ス
ト
ッ
ク
す
る
考
え
が
国
に

は
な
く
、
個
人
ま
か
せ
で
進
め
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、
高
齢
化
率
の
上
昇
と
と
も
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狭
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に
、
住
宅
改
造
問
題
が
全
国
至
る
所
で
発

生
し
、
ま
た
、
住
宅
の
同
じ
箇
所
で
生

じ
て
い
る
こ
と
か
ら
前
記
の
指
摘
は
、

早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
る
。

現
在
と
ら
れ
て
い
る
高
齢
社
会
対
応
の

住
宅
対
策
は
、
段
差
解
消
を
主
と
す
る

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
に
目
標
が
置
か
れ
、

高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
強
く
意

識
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
住

宅
の
改
善
が
高
齢
者
の
た
め
に
と
か
、
身

体
の
不
自
由
な
人
専
用
に
と
い
う
発
想
で

は
、
別
の
姿
に
変
形
し
て
い
く
お
そ
れ
が

あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
バ
リ
ア
と
は
、

日
常
生
活
の
動
作
、
行
為
を
不
自
由
あ
る

い
は
不
便
に
し
て
い
る
阻
害
要
因
の
す
べ

て
を
指
し
て
い
る
。
平
た
く
い
え
ば
、
日

常
の
自
由
な
行
動
を
じ
ゃ
ま
し
て
い
る
も

の
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
と
り

わ
け
、
動
作
制
約
、
移
動
制
約
の
多
い
高

齢
者
等
に
は
多
く
存
在
す
る
が
、
健
常
者

に
も
ま
た
、多
く
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

背
の
高
い
人
に
は
低
い
鴨
居
が
、
太
っ
た

人
に
は
狭
い
廊
下
が
バ
リ
ア
と
な
り
、
車

イ
ス
に
は
段
差
が
バ
リ
ア
と
な
る
。ま
た
、

外
国
人
に
は
、言
葉
、文
化
、
宗
教
、
習
慣

の
違
い
が
バ
リ
ア
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

指
摘
さ
れ
て
い
る
住
宅
の
自
活
性
能
、

介
護
性
能
の
不
足
は
、
日
本
の
独
特
な
住

宅
構
造
・
様
式
か
ら
、
床
の
段
差
が
大
き

な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

も
っ
と
根
本
的
な
阻
害
要
因
は
、
自
活
活

動
、
介
護
活
動
を
窮
屈
に
し
て
い
る
�
狭

さ
�
に
あ
る
。（
図
２
）
全
国
の
多
く
の

事
例
が
狭
い
所
を
拡
充
す
る
こ
と
で
解
決

を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
こ

の
狭
さ
の
問
題
が
全
国
の
住
宅
に
共
通
し

て
い
る
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
、
早
急
に

�
狭
さ
�
の
解
消
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
は
、
時
代
の
要
請
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

最
近
の
報
道
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
一

七
歳
男
子
の
平
均
身
長
が
、
こ
の
一
〇
〇

年
で
一
三
㎝
（
女
子
－
一
㎝
）
伸
び
た
こ

と
が
文
部
省
の
学
校
保
健
統
計
調
査
の
結

果
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
狭
さ
が
、

自
活
性
、
介
護
性
の
阻
害
要
因
と
な
っ
た

背
景
に
は
、
こ
の
日
本
人
の
体
格
向
上
が

一
番
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
、
畳

割
り
で
間
取
り
計
画
を
行
う
日
本
の
建
築

手
法
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
。

住
宅
建
設
は
、
昔
な
が
ら
の
尺
貫
法
の

三
尺
、
六
尺
を
基
準
単
位
と
し
、
そ
の
倍

数
を
メ
ー
ト
ル
換
算
し
て
用
い
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
と
連
動
し
て
、
畳
割
り
で
間

取
り
す
る
手
法
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
手
法
は
、
畳
が
庶
民
の
住
宅
に
定
着
し

安心して永く住み続けられる住宅 

�動作制約、移動 

　制約が生じても 

　自立して生活が 

　できる。 

�気兼ねなく住宅 

　介護が受けられる。 

（要因） 

　�土地の狭小化 

　�住宅構造・様式の 

　　特性（軸組工法） 

　�畳へのこだわり 

生活支援機器の 
開発 

自活性能、介護性能の確保 

（背景） 

　�日本人の体格向上 

　�生活様式の洋風化 

　�生活道具の増加 

　�介護機会の増加 

一定の�広さ�が必要 

（今後の方策） 

狭さの解消 
（広さの確保） 

器機による 
生活支援 

自活性、介護性の充足 

生涯住宅 

（現状住宅の問題点） 

居住空間の 
狭小性 

居住空間拡 
大の困難性 

建築基準 
（広さ、長さ、幅） 

の見直し 

1.体格が大きくなった 

・体格に見合った広さが必 
　要である。 

・洋風生活に合う生活空間 
　が必要である。 

・介護スペースが必要で 
　ある 

・道具の置き場が必要で 
　ある 

2.生活様式が洋風化した 3.生活道具が増えた 4.介護機会が増えた 

家
は
な
ぜ
狭
く
な
っ
た

図2 “狭さ”の生まれた背景・要因

図1 生涯住宅の要件
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た
鎌
倉
、
室
町
時
代
か
ら
続
い
て
お
り
、

部
屋
規
模
は
当
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず

に
現
代
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、現
代
人
は
、鎌
倉
・
室
町
時

代
に
比
べ
て
、二
〇
歳
で
一
五
㎝
背
が
伸

び
て
い
る
。
つ
ま
り
、部
屋
の
規
模
が
変

ら
ず
に
、住
む
人
間
が
大
き
く
な
っ
た
こ

と
で
相
対
的
に
部
屋
が
狭
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。（
表
１
）

日
本
人
は
大
き
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
住
宅
を
狭
く
し
た
最
大
の
原
因
で
あ
る

が
、
そ
の
他
に
も
、
生
活
様
式
の
洋
風
化
、

生
活
道
具
の
著
し
い
増
加
、
介
護
機
会
の

増
加
な
ど
が
あ
る
。

住
宅
の
和
洋
折
衷
は
、明
治
に
始
ま
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
大
き
く
変
貌
し
た

が
、
ど
の
時
代
の
和
洋
折
衷
も
畳
割
り
の

和
風
空
間
を
変
え
ず
に
行
な
っ
て
き
た
と

こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
洋
風
文
化
を
取
り

入
れ
た
際
に
「
広
さ
」
も
移
入
し
て
い
れ

ば
、
日
本
の
住
宅
事
情
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
問
題
に
は
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

生
活
様
式
の
洋
風
化
は
、
畳
に
座
わ
る

生
活
か
ら
椅
子
使
用
の
生
活
に
変
り
、
そ

れ
に
伴
っ
て
生
活
道
具
も
座
布
団
が
椅
子

へ
、
座
卓
が
テ
ー
ブ
ル
へ
、
布
団
が
ベ
ッ

ド
へ
と
変
っ
て
き
た
。
特
に
都
市
住
宅
ほ

ど
そ
の
傾
向
は
強
い
。
和
風
空
間
は
、
も

と
も
と
あ
ま
り
物
を
置
か
な
い
の
が
基
本

で
あ
り
、
多
用
途
に
使
う
よ
う
に
道
具
は

用
が
す
め
ば
、
か
た
ず
け
易
い
よ
う
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、

西
洋
家
具
は
ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
ー
の
よ
う

に
据
え
置
い
て
使
用
す
る
の
が
基
本
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、
動
作
空
間
が
狭
め
ら
れ

て
き
た
。（
図
３
）

ま
た
、
道
具
の
著
し
い
増
加
も
生
活
空

間
を
狭
め
た
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
電
化

製
品
を
主
に
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯

機
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
つ
て
の
住
宅
に
は

無
か
っ
た
も
の
が
ど
ん
ど
ん
詰
め
こ
ま
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
部
屋
の
大
き
さ
は

変
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
在
宅
介
護
で
は
、

ベ
ッ
ド
に
よ
る
介
護
が
多
く
な
っ
た
が
、

狭
い
部
屋
で
三
方
介
護
（
左
右
、
足
元
）

の
基
本
態
勢
が
と
れ
な
い
た
め
、
無
理
な

姿
勢
で
行
う
こ
と
が
介
護
者
の
負
担
を
大

き
く
し
、介
護
の
破
綻
を
起
こ
し
て
い
る
。

（
図
４
）特
に
、四
畳
半
、六
畳
間
が
問
題
で

あ
る
。
少
な
く
と
も
四
畳
半
は
新
四
畳
半

に
、
六
畳
は
新
六
畳
以
上
の
広
さ
が
な
け

れ
ば
、十
分
な
介
護
は
で
き
な
い
。（
図
５
）

住
宅
の
狭
さ
の
問
題
点
は
、
し
ば
し
ば

指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
住
宅
施
策
で
は
、

家
全
体
の
面
積
拡
大
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
全
体
面
積
の
拡
大
は

縄文時代晩期 
弥生時代 
奈良時代 
鎌倉時代 
室町時代 
徳川時代 
明治23年 

　　33年 
　　40年 
　　45年 
大正２年 
　　５年 
　　10年 
15年 

昭和２年 
10年 
20年 
30年 
40年 
50年 
60年 

平成２年 

160.9 
160.6 
161.5 
161.2 
161.8 
 
162.7 
162.7 
163.9 
165.0 
165.5 
167.5 
168.5（S.49） 
170.6 
171.3

147.9 
149.7 
149.4 
150.3 
150.3 
 
151.1 
150.8 
152.5 
� 
154.3 
155.4 
156.0（S.49） 
157.7 
158.4

159～160 
162～163 
160～161 
157～158 
156～157 
約156 
約160

資料： 
「保健体育資料」 
・東京大学教養学部体育研究室編 
・年齢性別不詳 

資料： 
「体力運動能力調査（平成5年度）」 
・文部省体育局 
・年齢別平均値のうち男女とも20歳の平均値 

（男） （女） 備　　考 

縄
文
時
代 

弥
生
時
代 

奈
良
時
代 

鎌
倉
時
代 

室
町
時
代 

徳
川
時
代 

明
治
23
代 

明
治
33
代 

明
治
40
代 

明
治
45
代 

大
正
２
年 

大
正
５
年 

大
正
10
年 

大
正
15
年 

昭
和
２
年 

昭
和
10
年 

昭
和
20
年 

昭
和
30
年 

昭
和
40
年 

昭
和
50
年 

昭
和
60
年 

昭
和
２
年 

175

170

135

140

145

150

155

160

165

狭
さ
の
問
題
点
の
三
項
目

（ベッド） 

（ふとん） 

・ベットは、固定して利用されるため周囲に通
路や介護スペースを確保するとふとん利用よ
りも広い面積が必要となる
・ふとんはまたいで移動できるが、ベットはま
たぐことができなため、確実に動作空間をと
らなければならない。

図3 ふとんとベットの空間動作

■表1 日本人の体格推移
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必
要
で
あ
り
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る

が
、
こ
こ
で
指
摘
す
る
狭
さ
の
対
象
は
、

身
近
か
な
動
作
領
域
に
関
わ
る
空
間
の
狭

さ
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
常
生
活

で
窮
屈
さ
、
不
便
さ
を
感
じ
る
部
分
の
こ

と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
部
屋
の
広
さ

そ
の
も
の
が
問
題
と
な
る
「
面
積
問
題
」

が
あ
り
、
浴
室
、
ト
イ
レ
、
寝
室
な
ど
が

対
象
と
な
る
。
ま
た
、
廊
下
、
ド
ア
な
ど

の
「
幅
の
問
題
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
狭

さ
か
ら
生
じ
る
「
派
生
問
題
」
が
あ
り
、

急
勾
配
の
階
段
や
高
い
所
の
棚
な
ど
が
対

象
と
な
る
。

住
宅
は
住
む
人
に
合
わ
せ
て
つ
く
る
の

が
理
想
で
あ
り
、
基
本
で
あ
る
。
特
に
高

齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
に
は
こ
の
基

本
が
大
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
住

宅
が
高
齢
に
な
る
と
住
み
ず
ら
く
な
る
と

い
う
の
は
、
身
体
的
機
能
低
下
や
不
自
由

さ
に
対
し
て
、
従
来
の
建
て
方
が
そ
ぐ
わ

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
畳
割
り
の
部
屋
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
尺
貫
法
の
基
準
寸
法
を
ベ

ー
ス
に
し
た
従
来
の
建
て
方
に
対
し
て
、

図
２
に
示
し
た
四
つ
の
背
景
・
要
因
に
よ

る
影
響
が
著
し
く
、
現
代
人
の
生
活
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
居

住
環
境
の
こ
れ
ら
の
背
景
・
要
因
が
問
題

と
な
っ
て
く
る
共
通
の
阻
害
要
因
は
�
狭

さ
�
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
高
齢
者
等
に

限
っ
た
問
題
で
は
な
く
、
体
格
の
向
上
し

た
日
本
人
に
共
通
し
て
お
り
、集
合
住
宅
、

個
別
住
宅
を
問
わ
ず
全
て
の
住
宅
に
関
わ

る
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、家
づ
く
り
の
今
後
の
方

向
は
、体
格
の
大
き
く
な
っ
た
日
本
人
に

と
っ
て
狭
さ
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
従
来
の

建
て
方（
Ｓ
仕
様※
１

と
呼
ぶ
）を
見
直
す
こ
と

に
よ
っ
て
、狭
さ
及
び
、そ
の
派
生
問
題
の

解
消
を
図
っ
た
建
て
方（
Ｍ
仕
様※
２

と
呼
ぶ
）

を
作
り
、一
般
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

Ｍ
仕
様
は
、
生
活
状
態
Ａ
タ
イ
プ
の
高

齢
者
等
が
自
力
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
目

標
に
し
た
建
て
方
で
あ
り
、
自
活
性
、
介

護
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
た
と
え
ば
、

四
畳
半
は
新
四
畳
半
へ
、
六
畳
は
新
六
畳

へ
と
余
裕
の
あ
る
動
作
空
間
の
確
保
を
ポ

イ
ン
ト
に
考
え
た
建
て
方
で
あ
る
。
し
か

し
、
高
齢
者
の
生
活
状
態
は
、
加
齢
に
伴

っ
て
Ａ
か
ら
Ｂ
、
Ｂ
か
ら
Ｘ
へ
と
移
行
す

る
可
能
性
が
高
く
な
る
。（
表
２
）
ま
た
、

Ｓ
仕
様
か
ら
Ｍ
仕
様
へ

●体をずらす（2人で） 
�ベッドの両側に立ち、ひざを立てさせる。 
 

�肩と腰の下に両側から手を入れる。 

�両者の呼吸を合わせて 
静かにずらす。横にずら 
すときは、顔と足先を進 
む方向に向ける。 

出典：「お年寄りの介護と便利用品」主婦の友社

図4 3方介護の例

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
に
よ
る
家
づ
く
り
の

方
向

４畳半 新４畳半 

新６畳 ６畳 

〈１人用または２人用〉 

2.72 

（2.72） 0.45

（2.72） 

2.72

（0.45） 

3.17

3.17

3.
17

3.
17

3.
64

3.
64

〈１人用〉 

1）ベットの3方に介護スペースが確保でき
る。

2）介護機器の使用、置き場ができる。
3）和風空間（4畳半、6畳）として利用で
きる。

4）車イス使用の最小動線幅が確保できる。
5）車イスの置き場がとれる。

図5 新4畳半、新6畳の考え方

※１　Ｓ仕様｜従来の建築仕様
①尺貫法における長さ単位の１間（6尺）＝1.82�を基準とし、その倍
数で柱、壁の位置を決定する設計仕様。

※２　Ｍ仕様｜21世紀の建築仕様
�体格の向上した日本人の動作にゆとりを持たせた寸法基準によっ
て、柱、壁の位置を決定する設計仕様。
�特に、高齢者の自活性、介護性を重視した広さを確保する。
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高
齢
者
に
限
ら
ず
若
年
者
で
あ
っ
て
も
病

気
や
事
故
に
よ
っ
て
突
然
Ａ
、
Ｂ
、
Ｘ
へ

と
移
行
す
る
こ
と
が
起
り
得
る
。
こ
の
様

な
場
合
、
従
来
の
住
宅
（
Ｓ
仕
様
）
で
は
、

大
幅
な
改
造
（
六
ケ
ー
ス
）
が
必
要
と
な

る
が
、
Ｍ
仕
様
に
よ
る
住
宅
で
は
、
自
活

す
る
高
齢
者
（
Ａ
タ
イ
プ
）
を
目
標
に
据

え
、
Ｂ
、
Ｘ
タ
イ
プ
へ
の
対
応
も
計
画
に

入
れ
た
設
計
仕
様
と
す
る
た
め
、
改
造
が

生
じ
て
も
軽
微
な
変
更
（
三
ケ
ー
ス
）
で

対
応
で
き
る
。（
図
６
）

Ｍ
仕
様
は
、
尺
貫
法
の
基
準
単
位
を
見

直
し
、
誰
に
と
っ
て
も
生
活
し
や
す
い
よ

う
に
動
作
領
域
に
関
わ
る
各
部
の
寸
法
を

拡
大
し
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
や
戸
幅
、
階
段

幅
な
ど
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
結
果
と
し

て
住
宅
を
構
成
す
る
木
材
、
建
具
、
設
備

な
ど
は
、
従
来
の
規
格
品
や
定
尺
物
を
新

し
い
見
直
し
基
準
に
す
る
必
要
性
が
生

じ
、
住
宅
関
連
産
業
に
直
接
影
響
す
る
。

ま
た
、
住
宅
の
各
部
の
拡
大
は
、
家
全
体

の
面
積
に
つ
な
が
り
、
土
地
利
用
、
土
地

対
策
に
も
関
係
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｍ
仕
様
に
よ
っ
て
住
宅

の
狭
さ
を
解
消
し
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
住

宅
で
時
代
の
要
請
に
応
え
よ
う
と
す
れ

ば
、建
築
基
準
法
の
見
直
し
や
、都
市
計
画

法
と
の
調
整
、住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
制

度
、助
成
基
準
、税
制
の
見
直
し
も
必
要
に

な
る
。狭
さ
解
消
の
過
程
で
は
、建
築
主
要

部
材
だ
け
で
な
く
、家
具
類
や
福
祉
機
器

の
導
入
、Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
の
収
納
な
ど
、

規
格
変
更
の
影
響
は
、大
な
り
小
な
り

様
々
な
産
業
と
か
か
わ
り
が
生
じ
て
く

る
。も
ち
ろ
ん
、住
宅
の
規
格
を
一
気
に
変

更
す
る
こ
と
は
、
混
乱
も
あ
る
し
、
一
時

的
な
損
失
や
マ
イ
ナ
ス
面
も
出
て
く
る
事

が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
長
い
目
で
見

れ
ば
、
そ
し
て
全
体
的
に
見
れ
ば
、
様
々

な
分
野
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
働
き
が

あ
る
こ
と
は
期
待
で
き
る
。（
図
７
）

高
齢
社
会
の
到
来
は
住
宅
を
見
直
す
絶

好
の
機
会
で
あ
る
。
こ
の
期
を
逃
し
て

は
狭
さ
問
題
の
解
消
は
永
久
に
遠
の
く

だ
ろ
う
。

次
回
は
、
一
般
住
宅
に
共
通
し
た
問
題

点
を
整
理
し
、
具
体
的
に
ど
う
解
決
し
た

ら
い
い
か
提
案
し
ま
す
。

Ｍ
仕
様
の
波
及
効
果

図6 S仕様とM仕様の違い

表2 仕様の分類

図７　裾野が広い住宅関連産業

図表の出典は、全て筆者著「21世紀型住宅の常識」2001年、雲母書房より

木材木製品 
メーカー 設計 

・ 
施行 

家具装備品 
メーカー 

窯業・土石 
メーカー 

ゴム製品 
メーカー 

プラスチック 
メーカー 

鉄鋼 
メーカー 

一般機械器 
具メーカー 

電気機械器 
具メーカー 

その他 

金属製品 
メーカー 

・屋根材 
・鉄柱柱、梁 

・製材・プレカット 
・フローリング 
・装成材 
・パネル 

・窓サッシ 
・ユニットバス 

・家具・建具 
・流し台 
・ドア 

・床暖房材 

・レンガ・タイル 
・敷石 
・外壁材 
・ガラス 

・アルミサッシ 
・暖房パネル 
・金属ドア 
・外壁材木 

・給油栓、ガス栓 
・空調機器 

・証明 
・洗濯機、冷蔵庫 
・冷暖房器 
・ホームエレベーター 

・畳 
・生活支援機器 
・介護用品 

住
　
宅 

税 融資、助成 
・金融公庫 

技術基準 
・建築基準法 

許認可 
・確認申請 

 

タイプ 生活状態 改良の現点 

A1：自活できる元気な高齢者など 

A2：自活できるが生活の一部で介助を受け 

る高齢者など 

・日常生活での不安箇所の除去 

・不便箇所の改善 

・使いやすい道具設備の工夫 

・介護者の動きやすさに重点を置いた改善 

・生活支援機器と置き場の確保 

・車イスの動きやすい通路幅と床面の平坦 

　さの確保 

・車イス上の動作に合わせた道具類の設備 

XA：移動手段に車イスを使用するが自活力 

のある高齢者など 

XB：移動手段に車イスを使用し生活の大部 

分で介助を受ける高齢者など 

B1：生活の大半で介助を受ける高齢者など 

B2：生活の全ての面で介助を受ける高齢者など 

A

B

X

A

XB

S

X

AS

B

� � 

� � 

M仕様 

� 

� 
� 

� 

� 

本
レ
ポ
ー
ト
の
詳
細
は
、
次
の
２
冊
（
拙
著
）

を
ご
参
照
下
さ
い
。

①
在
宅
介
護
時
代
の
家
づ
く
り
・
部
屋
づ
く
り

寿
郎
社
（
札
幌
）

②
21
世
紀
型
住
宅
の
常
識

―
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
建
築
マ
ニ
ュ
ア
ル

雲
母
書
房
（
東
京
）


